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東日本大震災から一年を経過した今でも，海
域や陸上では地震が続いている。国の地震調査
委員会は，日本列島でこれから起きる地震の発
生確率を算出している。今後３０年以内に大地震
が起きる確率を各地の地震ごとに予測し，イン
ターネットで公表しているのだ。
たとえば，今世紀の半ばまでに，東海から近
畿・四国地方にかけての海域で，東海地震，東
南海地震，南海地震という３つの巨大地震が発
生すると予測している。それぞれの震源域で３０
年以内に発生する確率は，マグニチュード（M）
８．０の東海地震が８８％，M８．１の東南海地震が７０
％，M８．４の南海地震が６０％である。しかも，
その値は毎年更新され，少しずつ上昇している
のだ。今回はこうした発生予測がどのように行
われているのかについて解説しよう。

●地震の発生確率
過去に起こった地震のデータをみて，おおよ
そ１００年くらいの間隔で地震の被害をこうむっ
てきた場所を考えてみる。平均間隔が１００年で
起きる中に，発生予測の基準日となる「現在」
が入っているケースである（図１のア）。
まず，現在を基準日として，この基準日から

３０年以内に地震が発生する確率を求めてみる。
図アのBの部分の面積は，今から３０年後まで
に地震が発生する確率だ。また，Cの面積は，
３０年後のあとずっと先までに発生する確率であ
る。すると，これから３０年以内に地震が発生す
る確率は，Bの面積を，Bと Cを足し合わせ
た面積で割ることで算出される。これが先に述
べた東海地震の場合には８８％となる。
さて，図アは地震の起きる平均間隔１００年が
まだ来ていない時点での発生確率を求める図で
ある。一方，平均間隔が１００年とされているに
もかかわらず，前回の地震からすでに１００年以
上の時間がたってしまったケースを考えると，
図イのようになる。すなわち，基準日がすでに
平均間隔１００年を過ぎたのに，一向に地震が起
きないという場合だ。
ここでも発生確率は，Bの面積を，Bと C
を足し合わせた面積で割ることで算出される。
ここで，アとイの結果を比べてみると，イのほ
うがアよりも高い発生確率になることが理解で
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きよう。
たとえば，南海地震は前回の

１９４６年の活動から６６年が経過して
いるので，確率は６０％となった。
一方，東海地震は１８５４年に起きた
前回の地震から１５８年も過ぎてい
るので，８８％という高い値になっ
たのである。
さて，活断層のように発生の平
均間隔が１０００年と非常に長い場合
はどうなるだろうか。図ウのよう
に，Bの面積が相対的に小さくな
るので，３０年以内の発生確率は
ずっと小さな値となる。たとえ

かんなわ
ば，神奈川県西部にある神縄・
こ う づ
国府津－松田断層に対しては，日
本全体でも大きな発生確率（１６
％）が与えられている。しかし，
これは東海地震などと比べると小
さい数字となっている。
ところで，地震以外で今後３０年
に一人の人間が遭遇する確率を見
てみよう。交通事故で負傷２４％，
ガンで死亡６．８％，空き巣の被害３．４％，火災で
負傷１．９％，ひったくり１．２％，スリ０．５８％，台
風で負傷０．４８％，交通事故で死亡０．２％，航空
事故で死亡０．００２％，と計算されている。これ
らと比べると，地震の発生確率がいかに高いか
が分かっていただけるだろう。

●「西日本大震災」が
２０年ほどで起きる
昨年３月１１日に東日本大震災を引き起こした
巨大地震は「東北地方太平洋沖地震」と呼ばれ
ている。この地震は，我々地球科学者の誰もが
予想しなかったような広大な震源域で発生した
ものだった。南北５００km，東西２００kmという
とてつもなく大きな領域が破壊され，地震と津
波を起こしたのだ。
地震を発生させる震源域の面積は，発生確率
の計算のためにも重要な数字である。予測した
震源域の大前提が変わると，地震のマグニ
チュードや被害予測が大幅に違ってくるので
ある。

近い将来，東海地震・東南海地震・南海地震
の三つが一緒になった「三連動地震」が起き
る，と地震学者は予想している。こうした巨大
地震の同時発生は，今から３００年ほど前の江戸
時代にも起きた。１７０７年に起きた宝永地震で
は，巨大津波が太平洋の沿岸を襲って２万人以
上の犠牲者を出した。
古文書に残された地震の記録から，こうした
連動型の巨大地震は８８７年，１３６１年，１７０７年の
ように３００年間隔で起きたことが分かってお
り，次回の三連動地震は２０３０年代に起きると予
測されている。
西日本を中心に発生する三連動地震の震源域
は，南海トラフ沿いに６００キロメートルの長さ
があり，東北地方太平洋沖地震と同じような強
い揺れと大津波をもたらすだろう。東日本大震
災と同様の激甚災害，すなわち「西日本大震
災」が２０４０年までに確実に発生するのである。
こうした予測をこれからの仕事と人生にしっか
りと組み込み，今から準備していただきたいと
願う。

図１ 地震の発生確率の求め方
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